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現場説明事項・施工条件明示事項 

 

工 事 名  令和６年度 上高地新村橋上部工工事 

工事場所  松本市 安曇（上高地） 

 

工事の実施にあたっては、「長野県土木工事共通仕様書（建設部）（令和 5 年 10 月 1日適用）」
（以下、「共通仕様書」という。）、「長野県土木工事施工管理基準（建設部）（令和 5 年 10月 1日
適用）」（以下、「施工管理基準」という。）、「土木工事現場必携（令和 4年 10月版 長野県）」、「工
事請負契約設計変更ガイドライン（令和 2 年 4 月版 松本市）及びその他指定された図書の記載
事項、かつ以下の事項について施工条件とする。 
 

１ 工事内容 

⑴ 工事概要 

 金抜き設計書のとおり 

⑵ 工事関連資料 

   本工事箇所に関連する測量・設計委託の成果資料、及び地質調査等の報告資料は、契約後に貸与

が可能である。 

⑶ コスト縮減 

   常に意識を持ってコスト縮減に取り組み、設計に反映できるように努めること。 

 
２ 工期関係 
 ⑴ 工期 
  工期は、契約日から令和１０年１２月２８日までとする。 
ただし、以下の期間は厳冬期となり現場施工を想定しないことから、現場管理費における冬期補

正の対象としない。 
 令和 ６年１２月１９日  ～ 令和 ７年 ３月３１日 
 令和 ７年１２月 １日  ～ 令和 ８年 ３月３１日 
 令和 ８年１２月１６日  ～ 令和 ９年 ３月３１日（※週１回の現場保安を除く） 
 令和 ９年１２月１６日  ～ 令和１０年 ３月３１日（※週１回の現場保安を除く） 
 令和１０年１２月 １日  ～ 令和１０年１２月２８日 
⑵ 竣工検査 

計画的に工事を行い、工期内検査に努めること 
  
３ 工事工程関係 
⑴ 現場の制約・条件 

施工期間及び施工方法等について、以下の制約・条件があるため、事前に工程の調整を行うこと。 

作業着手前に発注者及び別途発注「上高地対策事業工事影響調査等業務委託」受注業者立会いの

もと、現地確認を行うこと。また、計画にない事態が生じるおそれのある場合には、発注者及び業

務委託受注者と協議すること。 
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制約事項 位置等 制約条件・内容 

文化財保護法 

 特別名勝 

特別天然記念物 

施工区間全て 現状変更許可内容にて施工するこ

と。（関連資料別紙１） 

自然公園法 

 中部山岳国立公園（特別保

護地区） 

施工区間全て 工作物の新築許可内容にて施工す

ること。許可条件を遵守すること。 

（関連資料別紙２） 

森林法 

 国有林、保安林 

施工区間全て 保安林内行為許可内容にて施工す

ること。許可条件を遵守すること。 

河川法 

 河川区域、河川保全区域 

施工区間全て 

 

工作物の新築許可内容にて施工す

ること。許可条件を遵守すること。 

砂防法 施工区間全て 砂防指定地内行為協議内容にて施

工すること。 

鳥獣保護法 右岸側 鳥獣保護特別保護地区内脅威許可

内容にて施工すること。 

（交通規制・埋蔵文化財事前調査・ＪＲ近接工事等） 

⑵ 地元・関係機関との協議 

   着工前に以下の協議を地元住民及び関係機関と行い、必要な届出の提出を行うこと。 

関係機関等 協議事項 内容 時期 

上高地町会 施工方法について 施工時期、歩行者交通規制、上高地内

工事用車両通行計画等 

令和７年４

月以降予定 

  （地元関係者・水利管理者・公共交通機関・ライフライン事業者等） 

⑶ 近接・競合工事 

本工事に近接ないし競合して以下の工事が施工されるため、受注者間相互の連絡調整を密にして、 

その内容を監督職員に報告し施工すること。 

発注者 工事名 工期・工事内容等 影響箇所 備考 

松本市 令和５年度上高地

新村橋橋台（A1）設

置工事 

令和６年４月２日～令和７

年７月 31日 

橋台設置工事 

１か所（左岸） 

橋台搬入経路 

盛土材採取 

災害時の連絡調

整 等 

 

松本市 令和 10 年度上高地

新村橋添架新設工

事・仮設備撤去工事 

令和１０年６月～１１月 

新村橋添架工事１か所 

添加工事時期

（足場） 

 

 
４ 施工計画 

⑴ 施工計画書 

  ア 共通仕様書に基づき、設計図書及び現場条件等を考慮し、速やかに提出すること。 
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  イ 施工計画書の作成にあたっては、「土木工事現場必携」を参考とすること。 

  ウ 工事内容に重要な変更が生じた場合（変更指示時点または変更契約時点）は、「変更施工計画 

書」（当初施工計画書を朱書き修正）を当該工事着手前に提出すること。 

⑵ 施工体制に関する事項 

  ア 受注者は、適切な施工体制を確保し、下請負人を含む工事全体を把握して運営を行うこと。 

特に社会保険への加入については、建設業の人材確保において重要な事項であることを踏まえ、 

自社はもとより、一次下請業者について加入状況の確認を行うこと。 

イ 「請負代金内訳書」は、健康保険、厚生年金保険及び雇用保険に係る法定福利費を明示した 

ものを提出すること。 

ウ 受注者は、下請金額に関らず全ての工事について、建設業法に定める「施工体制台帳」とそ 

れに係る書類及び「施工体系図」を作成し、工事期間中、工事現場に備え付けるとともに、写 

しを監督職員に提出すること。 

  エ 施工体制の適正な確保に関して作成する書類は、施工計画書に添付することとするが、別途提 

出も可とする。 

⑶ 施工体制に係る提出書類等 

ア 「下請負人等一覧表」 

イ 「施工体制台帳」、「施工体系図」（「再下請通知書」含む。下請契約の請負代金の総額 

にかかわらず作成） 

  ウ 下請負契約書、再下請け契約書の「写し」（下請契約の請負代金の総額にかかわらず作成） 

  注）施工体制台帳作成対象としての下請負人の判断 

 

№ 

 

事 例 

 

施工体制台帳記載の有無 

下請負人に関する事項、再下請通知書、

下請契約書写、施工体系図を含む 

主任（監理）技術者の配置

の有無 

１ 
交通誘導警備員 

 

台帳記載不要 

契約書写しを添付 

技術者の配置不要。ただし

指定路線は資格者必要 

２ 
産業廃棄物処理業者 

（収集運搬業・処分業） 

台帳記載不要 

契約書写しを添付 

技術者の配置不要 

 
 

ﾀﾞﾝﾌﾟ運搬（１人親方の 

ﾀﾞﾝﾌﾟ運転手） 

 

 

①個人事業主として建設会社と契約した

場合、台帳記載 

 

 

技術者の配置不要 

 

 

３ ②建設会社に車持ちで勤務し、建設会社

と雇用関係にある場合は台帳記載不要 

４ 

１日で完了する請負契約、

少額な作業・雑工・労務の

み単価契約の請負契約 

業者間の契約が建設工事である場合は請

負契約のため台帳記載 

 

建設業の許可を必要とする

場合もしくは有する場合は

技術者の配置が必要 

５ 

ｸﾚｰﾝ作業、ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ

打設等、日々の単価契約

で行っている場合 

日々の単価契約であっても請負契約に該

当するため、台帳記載を必要とする。 

建設業の許可を必要とする

場合もしくは有する場合は

技術者の配置が必要 
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６ 

ｸﾚｰﾝ等の重機ｵﾍﾟﾚｰﾀを機械

と一緒にﾘｰｽ会社から借り

上げる場合 

台帳に記載する 

 

 

建設業の許可を必要とする

場合もしくは有する場合は

技術者の配置が必要 

⑷ 関係機関への届出等 

  ア 労働基準監督署への「建設工事計画届」、「機械等設置変更届」、「ケーブルクレーン設備落 

成検査」 

  イ 松本警察署への「通行禁止道路通行許可申請」、上高地内各道路管理者への「道路通行許可申

請」 

  ウ 林野庁への「入林届」 

 

５ 用地・補償・支障物関係 

⑴ 未取得用地 

   本工事に必要な用地については、借地済みであるが、そのほか施工状況により別途用地が必要と

なった場合には、速やかに監督職員に報告すること。 

⑵ 境界杭・用地幅杭 

ア 境界杭は、原則撤去しないこと。施工の際一時的に撤去する場合は、監督職員と協議し、土地 

所有者と確認の上復旧を行うこと。 

イ 工事着手前に必ず用地巾の確認をすること。 

ウ 測量用基準点が工事で支障となる場合は、新たに基準点を設け、位置とデータを施工計画書に 

添付し提出すること。 

⑶ 工事用借地 

  ア 本工事に必要な用地のうち、発注者で借地する箇所及び期間等は以下のとおり。 

借地目的 借地場所･面積 項目 借地条件等（中止期間･契約見込） 

 

 

 仮設ヤード 

 

 

 

 別図参照 

（約A=1,589㎡） 

 借地期間 

 

 令和５年10月16日 

～令和10年12月（予定） 

（施工計画にて必要

範囲を精査し、発注

者と協議すること） 

 使用条件  

 復旧方法 現況復旧 

 特記事項  

イ 上記以外で施工上必要な場合においては、契約後打ち合わせの上、発注者にて借地手続きを行 

うものとする。 

  ウ 借地等は原形復旧を原則とし、発注者と立会いの上、借地期間内に返還すること。 

  エ 借地等の復旧箇所は、着手前の状況を写真や測量成果で記録するとともに、境界杭や構造物 

の移転は引照点を設けるなど適切な管理のうえで着工すること。 

⑷ 工事支障物件等（地下埋設物・地上物件等） 

ア 本工事区間の支障物件は下記を想定している。なお、受注者において、輸送計画、架設計画を

作成し発注者と協議の上、支障物件を確定し、中信森林管理署にて調査・手続き完了後、伐採作

業を実施することとする。 
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支障物件 管理者 位置 処置方法(見込) 処置時期 

 立木 林野庁中信森林

管理署 

起工測量に

て確定 

本工事により伐

採（272本予定） 

令和８年度 

  イ 起工測量及び施工時に、上記以外又は立会い結果と異なる支障物が確認された場合は、速やか 

に監督職員に報告し、状況によっては管理者立会いのもと試掘調査を実施し、処置方法等につい 

て協議すること。 

 

６ 周辺環境保全関係 

⑴ 周辺環境への配慮 

 ア 外来植物の侵入を防止するため、工事用車両等を他現場と併用する場合は入山前に洗浄を実施 

する等の措置を行うこと。 

イ 特別名勝及び特別天然記念物（文化財保護法）及び特別保護地区（自然公園法）、鳥獣保護区

特別保護地区（鳥獣保護法）内であることを十分考慮し、周辺環境への影響を最小限に抑えるよ

う配慮すること。 

ウ 建設機械は、排出ガス対策型建設機械の使用を原則とする。（別紙－１） 

エ 周辺の環境を十分に考慮し、振動・騒音、排水の流出、沈下や陥没等については、公害防止対策を事

前に十分検討すると共に、問題が生じた場合は速やかに対処すること。また、問題が生ずるおそれがあ

る場合には速やかに監督職員に報告し、対応について協議すること。 

⑵ 道路への配慮 

現場から発生土、各種資材等を搬出する際には、運搬車両等の付着土砂を確実に除去してから 

道路を通行すること。また、道路が本工事による原因で破損及び汚れた場合は、受注者の責任にお 

いて処理すること。 

ア 上高地内の資材等搬入出ルート 

  上高地内における資材等搬入出ルートは以下のとおり。 

  受注者は、各道路の管理者（通行許可者）から通行許可を受けること。また、車両台数を最小 

限に抑えること。 

 

【普通車の通行ルート】 

区間、延長 道路区分 管理者（通

行許可者） 

構造 注意事項 

釜トンネル入り口

～帝国ホテル 

約 5 ㎞ 

県道上高

地公園線 

県松本建設

事務所 

（松本警察

署） 

アスファルト舗

装 2車線 

一部 1車線 

歩行者に注意し、最徐行して通

行 

帝国ホテル 

～ウエストン碑 

約１ｋｍ 

園路 環境省（同） アスファルト舗

装 

1 車線 

歩行者優先 

制限速度 20km 

10～15 時は極力乗入れしない。 

資材運搬等は土休日通行禁止 
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ウエストン碑～治

山ゲート約１ｋｍ 

治山運搬

路 

松本市(な

し) 

アスファルト舗

装 

1 車線 

歩行者優先 

制限速度 20km 

治山ゲート～徳沢

仮設道 

約 6kｍ 

治山運搬

路 

林野庁中信

森林管理署 

未舗装 

1 車線 

歩行者優先 

制限速度 20km 

夜間、大雨・強風時の通行禁止 

徳沢仮設道～新村

橋 

約 2 ㎞ 

工事用仮

設道 

松本市（な

し） 

未舗装 

1 車線 

歩行者優先 

制限速度 20km 

合計約１5ｋｍ     

 

【大型車の通行ルート】 

区間、延長 道路区分 管理者（通行許

可者） 

構造 制限 

釜トンネル入り

口～大正池下流

唐松橋 

約 2.5 ㎞ 

県道上高

地公園線 

県松本建設事務

所 

（松本警察署） 

アスファルト

舗装 2 車線 

歩行者に注意し、最徐行して通

行 

唐松橋～穂高橋 

約 2.6 ㎞ 

焼岳資材

運搬路 

国土交通省 

松本砂防事務所

（同） 

未舗装 

車線 

6～20 時以外の通行禁止 

大雨・強風時の通行禁止 

穂高橋 

～ウエストン碑 

約 0.4km 

園路 環境省（同） アスファルト

舗装 

1 車線 

歩行者優先 

制限速度 20km 

10～15 時の間は極力乗入れし

ない。 

ウエストン碑～

治山ゲート 

約 1ｋｍ 

治山運搬

路 

松本市(なし) アスファルト

舗装 

1 車線 

歩行者優先 

制限速度 20km 

治山ゲート～徳

沢仮設道 

約 6kｍ 

治山運搬

路 

林野庁中信森林

管理署 

未舗装 

1 車線 

歩行者優先 

制限速度 20km 

夜間、大雨・強風時の通行禁止 

徳沢仮設道～新

村橋 

約 2 ㎞ 

工事用仮

設道 

松本市（なし） 未舗装 

1 車線 

歩行者優先 

制限速度 20km 

合計約 14.5km     

 

⑶ 過積載の防止 

  ア 県が定める過積載防止対策に沿って必ず対策を行うこと。 
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イ 取引業者から購入する各種材料（生コン・アスファルト・骨材等）や下請業者についても過積 

載防止対策の範囲とする。 

ウ 過積載防止対策について、「施工計画書」の施工方法に具体的に記載すること。 

エ 工事現場において過積載車両等が確認された場合、速やかに改善を行うとともに発注者にその 

内容を報告すること。 

  オ 実施した過積載防止対策については、点検記録・写真等を整理・保管し、監督職員等に求め 

られた場合は提示すること。また、竣工検査時には必ず提示すること。 

 ⑷ 排水への対応 

   本工事施工に伴う排水については、関係法令を遵守し、自然環境等へ悪影響を及ぼす事のない 

よう適正に処理し、特に指示のある場合を除き近傍の河川、水路、側溝等に排水する。また、排水 

先の水路等は、常に適正な維持管理を行い、従前の機能を損なわないようにすること。 

 ⑸ 第三者災害への対応 

  ア 騒音・振動等及び排水の流出等については、公害防止対策を事前に十分検討するとともに、問

題が生じた場合は、速やかに対処すること。 

  イ 掘削工事は、周囲の構造物及び地表への影響が出ないよう掘削量等の施工管理を適切に行 

い、沈下や陥没等が生じた場合は、公衆災害防止処置を直ちに講じるとともに速やかに監督職 

員に報告し、その後の対応にあたること。 

 

７ 安全対策関係 

⑴ 安全教育・研修・訓練 

ア 工事現場では、共通仕様書に基づき、労働災害及び公衆災害防止に努めるとともに、全作業 

員を対象に定期的に安全教育・研修及び訓練を行うこと。 

イ 安全教育等は、工事期間中、月 1回（半日）以上を実施し、この結果を工事日誌へ記録する 

 ほか、工事写真等に整理・保管し、監督職員等に求められた場合は、提示すること。また、竣 

工検査時に提出すること。 

⑵  交通管理  

ア 交通誘導警備員 

(ｱ) 本工事における交通誘導警備員の数量は、閲覧設計書に記載のとおりである。 

(ｲ) 交通管理計画書を作成し、施工計画書に添付すること。 

(ｳ) 近接工事等で交通量が著しく増減した場合や、道路管理者及び警察署等からの要請又は現  

場条件に変更が生じた場合及び、当初設計で予定している施工方法に対して違う施工方法と  

なった場合を除き、原則として設計変更の対象としない。 

  (ｴ) 受注者が交通誘導業務を他人に委託する場合は、受託者は警備業法第 4 条の規定により  

公安委員会から警備業の認定を受けたものであること。 

  イ 交通安全施設 

  (ｱ) 仮設ヤード周囲は、単管等でパネルフェンス等を固定し、公衆の安全対策を講じること。 

  (ｲ) 車道部分に接し、車両等の飛び込みの恐れのある場合は、ガードレール、視線誘導板等を 

設置するとともに、特に夜間の安全対策に配慮すること。 

  ウ 交通規制 
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    規制箇所は袋小路にならないよう計画し、規制期間を極力短縮すること。また、行事等の時期 

を把握して地元の希望に沿う規制方法とすること。 

 ⑶ 架空線等上空施設一般 

  ア 工事現場における架空線等上空施設について、施工に先立ち、現地調査を実施し、種類、位 

置（場所、高さ等）及び管理者を確認すること。 

イ 建設機械等のブームにより接触・切断の可能性があると考えられる場合は、必要に応じて保 

安措置を行うこととし、施工費用は、受注者が負担すること。実施内容について施工計画書に記 

載すること。 

 ⑷ 掘削法面 

  ア 斜面下部を切土する場合は、切土施工単位 10～20ｍを原則とするが、現場状況により、必要な 

安全対策を講じるとともに、切土面を長期間放置しないこと。 

  イ 「斜面崩壊による労働災害防止対策に関するガイドライン」等（土木工事現場必携参考）に 

より必要な対策を講ずること。 

  ウ 掘削法面上部は定期的に点検し、クラックの発生等、地山の状態を常に把握しておくととも 

に、いつ崩壊があっても退避できる体制をとっておくこと。 

 ⑸ 冬期間の安全確保（12月 1日から翌年 3月 31 日） 

上記期間に施工となる現場においては、必要な除雪を行うこととし、数量は閲覧設計書に記載 

のとおりである。 

 

８ 仮設工関係 

 ⑴ 任意仮設 

発注者が想定している任意仮設については、閲覧設計書、参考図に示したとおり。受注者は、明示

された条件に基づき、自主的に工法を選定し、構造設計等必要な検討を行い施工するものとする。 

なお、左岸側へのアクセスは、既設の徳沢仮橋によるものとするが、徳沢仮橋の取付部に設置して

いる高密度ポリエチレン管が破損・閉塞していることから、現在の取付部管路を新設管に交換をす

ること想定している。詳細は発注後に仮設計画を検討し、監督職員と協議するものとする。また、明

示した条件と現場が一致しない場合や明示されていない条件について予期することができない特別

な状態が生じた場合において、必要と認められるときには、変更の対象とする。 

 ⑵ 工事用道路 

ア 公道及び私道等を工事用道路として使用する場合は、交通整理及び安全管理を十分に行い、事 

故や苦情の原因とならないようにすること。また、使用中に道路及び付属施設を破損した時は、 

受注者の責任において速やかに原形復旧すること。 

  イ 着工前の道路状況写真を必ず撮影しておくこと。 

  ウ 大型車運行ルートのうち、未舗装路（延長 8.6km、W=4m、計 34,400 ㎡）については、不陸が生

じていることから、以下の時期に不陸整正を行うことを予定している。 

(ｱ) 架設機材、鋼部材運搬前 

(ｲ) 床版、橋梁付属物運搬前 

(ｳ) 工事完了後 

エ 上記ウは当初概数発注とする。実施範囲等詳細について監督職員と協議するものとし、設 
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計変更の対象とする。 

  オ 工事用車両の走行にあたり、現道部橋梁部に補強が必要と判断される場合には、監督職員に速

やかに報告し、必要な措置について協議するものとし、設計変更の対象とする。 

 

９ 使用材料関係 

⑴ 材料の承認 

工事で使用する材料は、｢材料承認願｣により承認を受けなければならない。 

⑵ 生コンクリート 

ア 使用材料の品質管理のため、事前に配合計画書を提出し、承認を受けること。 

イ 水セメント比について明記のない場合は、下記のとおりとする。 

＜鉄筋コンクリート＞ W/C=55%以下 

＜無筋コンクリート＞ W/C=60%以下 

⑶ クラッシャーラン 

ア 砕石は、C40-0を使用するものとする。 

イ 事前に使用材料の承認を受けなければならない。 

 
１０ 発生土・廃棄物・再生資源関係 

  共通仕様書に規定した再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理に基づき、建設副産物の適正 

な処理及び再生資源の活用を図ること。 

⑴ 建設副産物の処理に関する事項 

 ア 本工事は建設リサイクル法の対象工事であり、契約締結前に法第12条第1項の規定に基づき、 

発注者に対し説明書の提出をもって事前説明を行うこと。（請負代金額 500 万円以上） 

 イ 本工事において生じる建設発生土及び産業廃棄物の処分は、下記の条件を想定して処分費及び 

運搬費を計上している。 

  ウ 建設副産物処理費は、施設ごとの処理費と運搬費の合計が最も経済的な処理施設を選定してい 

る。また、受注者においても、建設リサイクル法第 5条の趣旨に準じ建設副産物の再資源化等に 

要する費用を低減するよう努めること。 

  エ 建設資材廃棄物は、建設リサイクル法第 9条に基づき、その種類ごとに分別すること。 

 ⑵ 建設発生土に関する事項  

ア 本工事で生じる建設発生土は現場内処理とする。 

⑶ 特定建設資材に関する事項（建設リサイクル法） 

ア 受注者は発注者から「通知書」の「写し」を受け取ること。 

イ 受注者は下請負がある場合、下請負業者に対し、「通知書」の「写し」を添付して「告知書」 

種別 処理場名 備考 

アスファルト・コンクリート塊 清水口建設㈱ 運搬距離 L=53.0km 

セメント・ 

コンクリート塊 

無筋 清水口建設㈱ 運搬距離 L=53.0km 

鉄筋 清水口建設㈱ 運搬距離 L=53.0km 

二次製品  なし 

建設資材木材  なし 
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にて告知すること。 

ウ 受注者は、再資源化等の完了時に、発注者に対し「再資源化等報告書」にて竣工時に報告する 

こと。 

エ 処理場名は、積算上の条件であり、処理場を指定するものではない。 

オ 受注者の都合による処分先の変更については、原則として設計変更の対象とはしない。 

  カ 現場条件や数量の変更等、受注者の責によるものではない場合は、変更の対象とする。 

  キ 排出する対象物が設計寸法と異なる場合は、発注者と協議すること。その際、寸法等を確認 

できる資料を提出すること。 

⑷ 産業廃棄物（建設廃棄物処理指針 H22 環境省） 

 

 

 

ア 処理場名は、積算上の条件であり、処理場を指定するものではない。 

イ 受注者の都合による処分先の変更については、原則として設計変更の対象とはしない。 

  ウ 積算に用いる木くず処理量の体積の重量換算は、実施設計単価表に記載される換算係数を用い 

る。なお、体積（㎥）での確認となる場合は、状況を確認できるよう１台ごと写真管理すること。 

 

 

 

⑸ 建設副産物の処理 

  ア 建設副産物を産業廃棄物として運搬・処分業者に委託する場合は、廃棄物処理法に基づく委 

託基準に従い、書面による委託契約を締結すること。 

イ 廃棄物の運搬・処分を業とする「許可証」を確認し、その「写し」を委託契約書に添付するこ 

と。 

ウ 下請業者が産業廃棄物の運搬・処分を行う場合でも、下請契約とは別に委託契約を締結する 

こと。 

エ 「マニフェスト（産業廃棄物管理票）」により適切に運搬・処分されているか確認を行うと 

ともに、廃棄物種類ごとの集計表を竣工書類に添付すること。 

オ 受注者は、施工計画書に以下の事項を記載する。 

 処理方法 １再資源化 ２破砕処理 ３焼却処理 ４埋立処分 ５その他 

処分先 

（処理業者） 

業者名 

住所 

 

運搬委託先 

（委託の場合） 

業者名 

住所 

 

その他 
資源化の 

方法など 

 

⑹ 施工計画書提出時に必要な書類等 

ア 処理先の許可証の写し及び収集運搬業者の許可証の写し（収集運搬を委託する場合） 

種別 処理場名 備考 

木くず(伐根・伐採材)  なし 

汚泥  なし 

種別 処分条件 備考 

その他（金属くず他）  なし 
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イ 受注者と処理又は運搬業者との契約書の写し（施工体制台帳に添付する） 

ウ 処理業者の所在地及び計画運搬ルート 

エ 下請けがある場合は、告知書の写し 

⑺ 再生資源利用等実施書の提出 

 ア 「再生資源利用〔促進〕計画書（実施書）」の作成が必要な工事は、各省令に定める一定規模 

以上の工事とし、下表のとおりとする。 

再生資源利用計画書（実施書） 再生資源利用促進計画書（実施書） 

 次のいずれか1つでも満たす建設資材を搬

入する工事 

１ 土砂・・・・・・・・・500 ㎥以上 

２ 砕石・・・・・・・・・500ｔ以上 

３ 加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物・・・200ｔ以上 

 

（省令） 

建設業に属する事業を行う者の再生資源

の利用に関する判断の基準となるべき事項

を定める省令 

次のいずれか 1 つでも満たす指定副産物を

搬出する工事 

１ 土砂・・・・・・・・・500 ㎥以上 

２ コンクリート塊 

 ｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊  合計 200ｔ以上 

 建設発生木材 

（省令） 

建設業に属する事業を行う者の指定副産物に

係る再生資源の利用の促進に関する判断の基

準となるべき事項を定める省令 

 イ 上記に該当する工事は、「再生資源利用計画書」・「再生資源利用促進計画書」を提出すること。

（施工計画書提出時） 

ウ 上記に該当する工事は、再生資源化報告書に「再生資源利用実施書」・「再生資源利用促進実施

書」を添付し提出すること。（竣工時） 

エ 提出様式は、原則としてＣＯＢＲＩＳ（建設副産物情報交換システム、通称コブリス）を利用 

し作成すること。これによりがたい場合は監督職員との協議により、「建設リサイクル報告様式 

（EXCEL）国交省 HP よりダウンロード」によることも可とする。 

 ⑻ 処分量の確認 

   建設副産物の処分量を確認するため、発注者から請求書、伝票等の提示を求められた場合は応 

じなければならない。 

 
１１ 品質・技術管理関係 

⑴ 建設資材の品質記録 

発注者が指定した土木構造物の建設材料については、建設資材の品質記録を作成し、工事完了 

時に提出すること。 

⑵ コリンズへの登録 

  ア 請負代金額 500 万円以上の工事について、工事実績情報サービス（CORINS・一般財団法人日 

本建設情報総合センター）を活用し、工事カルテを作成し、監督職員の確認を受けた後、直ち 

に登録を行い、発行された「登録内容確認書」を監督職員に提示すること。 

  イ 受注時登録は契約後、土曜日、日曜日、祝日等を除き 10 日以内とする。 

  ウ 完成時登録は工事完成後、土曜日、日曜日、祝日等を除き 10 日以内とする。 

  エ 登録内容の変更は、変更があった日から土曜日、日曜日、祝日等を除き 10日以内とする。 
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  オ 訂正時は適宜登録をする。 

  カ 上記以外は共通仕様書を参照 

 ⑶ 建設資材の試験 

   コンクリート圧縮試験及び鉄筋引張試験等は、原則として公益財団法人長野県建設技術センター 

試験所にて行うこと。 

 また、コンクリートの供試体には、受注者の主任技術者又はコンクリート担当技術者がサイン 

した供試体確認版を入れること。なお、供試体確認版は、「ＱＣ版」と「品質証明シール」から 

選択できるものとする。 

⑷ コンクリートの品質管理 

ア コンクリート担当技術者の配置 

  (ｱ) 使用総量が 50 ㎥以上のコンクリート工事においては、コンクリート担当技術者を配置し、 

施工計画書に明示すること。 

(ｲ) 同技術者は、主任技術者及び監理技術者との兼務を可とする。また、現場代理人が主任技 

術者の資格を有する場合は兼務を可とする。 

イ 責任分界点からの品質管理 

   受注者は、責任分界点から先のすべての品質管理に責任を負うものであり、品質管理のため 

の試験等を生コン会社に委託する場合は、その全てに立ち会うこと。 

  ウ コンクリート品質管理基準 

    コンクリートの品質管理は、施工管理基準によるものとする。 

 エ レディーミクストコンクリート納入書 

  (ｱ) レディーミクストコンクリート納入書は、竣工書類として提出すること。 

(ｲ) レディーミクストコンクリート納入書には、荷卸し地点到着時間及び打設完了時間を記入 

すること。 

  オ コンクリートの養生 

    発熱等によるひび割れ防止のため、共通仕様書の規定に従い、散水養生等を適切に行うこと。 

  カ 管理図または度数表・ヒストグラム 

    出来形及び品質管理について、管理図又は度数表・ヒストグラムを作成し、竣工書類に添付 

すること。 

 
１２ その他 

⑴ 各種調査・試験への協力 

   共通仕様書に基づき、発注者が自ら又は発注者が指定する第三者が行う下記の調査・試験等に 

対して、受注者は協力すること。 

ア 公共事業労務費調査 

イ 諸経費動向調査 

ウ 施工合理化調査（歩掛実態調査） 

エ 施工形態動向調査 

⑵ 構造改善 

建設現場における福祉の改善や労働時間の短縮、または建設産業への理解を深める事業の実施な 
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どの構造改善対策にも配慮すること。 

⑶ 暴力団等（暴力団、暴力団関係企業など、不当介入を行う全ての者をいう。）からの不当要求ま

たは工事妨害（以下「不当介入」という。）の排除 

 ア 暴力団等から不当介入を受けた場合は、その旨を直ちに発注者に報告し、所轄の警察署に届け

ること。 

イ 暴力団等からの不当介入による被害を受けた場合は、その旨を直ちに発注者に報告し、被害 

届を速やかに所轄の警察署に届けること。 

ウ 不当介入を排除するため、発注者及び所轄警察署と協力すること。 

エ 不当介入により工期の延長が生じる場合は、約款の規定により発注者に工期延長等の要請を 

行うこと。 

⑷ 週休２日工事について 

本工事は、松本市週休２日工事実施要綱第３条第３項に該当するため、週休２日工事の対象外と

する。 

 ⑸ 遵守事項   「指導事項」（別紙－２）を遵守すること。 

 

１３ 注意事項 

 ⑴ 工事関係書類一覧表 

   共通仕様書に定める工事しゅん工書類に関する簡素化できるものについては、「工事関係書類 

一覧表（令和５年４月版 長野県）」によることとする。 

 ⑵ 工事における留意と出来形について 

   ３ 工事工程関係 ⑴ 現場の制約・条件の記載のとおり、施工に際して各種の条件等が課せら

れていることから、各種条件に十分に留意すること。また、現場条件に伴い、当初発注図で明示し

ている出来形から変更となる可能性があるが、必要に応じて発注者と協議すること。 

 

１４ 創意工夫・社会性に関する実施状況の提出について 

   受注者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する項目、又は地域社 

会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完了時までに所定の様式（別紙－ 

３）により提出することができる。なお、実施する内容は事前に監督職員と協議すること。 

 

１５ 工事現場の環境改善について 

 ⑴ 目的 

   工事現場の現場環境改善は、地域との積極的なコミュニケーションを図りつつ、そこで働く関 

係者の意識を高めるとともに、関係者の作業環境を整えることにより、公共事業の円滑な執行に 

資することを目的とするものである。よって、受注者は施工に際し、この趣旨を理解し、発注者 

と協力しつつ地域との連携を図り、適正に工事を実施するものとする。 

 ⑵ 現場環境改善の実施内容について 

ア 現場環境改善費が率計上されている場合は、「現場環境改善費実施計画表」（別紙－４）を施 

工計画書に添付し、監督職員の承認を得ること。 

  イ 決定する際は、「現場環境改善費実施計画表」の「実施する内容」の中から、原則として各 
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計上項目（仮設備関係、営繕関係、安全関係及び地域連携）ごとに１内容ずつ（いずれか 1費 

目のみ 2内容）合計 5つの内容を選択することとする。 

  ウ 現場環境改善費が上記アの他に積上計上されている場合は、監督職員の指示に従い実施のこ

と。 

  エ 監督職員は、施工期間中、実施状況の確認を行う。 

 ⑶ 工事完了時には、現場環境改善の実施写真を提出するものとする。 

 ⑷ 現場環境改善費で実施した 5項目については、創意工夫・社会性に関する実施内容で評価の対 

象としない。 
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（別紙－１） 

排出ガス対策型建設機械の原則使用について 

 

本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「排出ガス対策型建設機械指定要領（平

成３年１０月８日付建設省経機発第２４９号）」に基づき指定された排出ガス対策型建設機械を使

用するものとする。排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は、平成７年度建設技術評価制度

募集課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」、またはこれと同等の開発目標で実施された民間

開発建設技術の技術審査・証明事業、あるいはこれと同等の開発目標で実施された建設技術審査証

明事業により評価された排出ガス浄化装置を装着することで、排出ガス対策型建設機械と同等と

みなす。ただし、これにより難い場合は、監督職員と協議するものとする。 

排出ガス対策型建設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、現場

代理人は施工現場において、使用する建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出するものとする。 

 

排出ガス対策型建設機械を原則使用とする機種 

機       種 備       考 

一般工事用建設機械 

・バックホウ 

・トラクタショベル（車輪式） 

・ブルドーザ 

・発動発電機（可搬式） 

・空気圧縮機（可搬式） 

・油圧ユニット 

（以下に示す基礎工事用機械のうち、ベースマシーン

とは別に、独立したディーゼルエンジン駆動の油圧ユ

ニットを搭載しているもの； 

油圧ハンマ、バイブロハンマ、油圧式鋼管圧入・引抜

機、油圧式杭圧入引抜機、アースオーガ、オールケー

シング掘削機、リバースサーキュレーションドリル、

アースドリル、地下連続壁施工機、全回転型オールケ

ーシング掘削機） 

・ロードローラ、タイヤローラ、振動ローラ 

・ホイールクレーン 

 

ディーゼルエンジン（エンジン出力７．５

kw 以上２６０kw 以下）を搭載した建設機

械に限る。 
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（別紙－２） 

指導事項 

 

１ 建設産業における生産システムの合理化指針の遵守等について 

  工事の適正かつ円滑な施工を確保するため、「建設産業における生産システムの合理化指針」に 

おいて明確にされている総合・専門工事業者の役割に応じた責任を的確に果たすとともに、適正な 

契約の締結、適正な施工体制の確立、建設労働者の雇用条件等の改善等に努めること。 

 

２ 建設工事の適正な施工の確保について 

 ⑴ 建設業法（昭和 24年 5月 24 日法律第 100 号）及び公共工事の入札契約の促進に関する法律 

（平成 12 年 11 月 27 日法律第 127 号）に違反する一括下請負その他不適切な形態の下請契約を 

締結しないこと。 

⑵ 建設業法第 26 条の規定により、受注者が工事現場ごとに設置しなければならない専任の主任技

術者または専任の監理技術者については、適切な資格、技術力等を有する者（工事現場に常駐して、

専らその職務に従事する者で、受注者と直接的かつ恒常的な雇用関係にあるものに限る。）を配置

すること。 

 ⑶ 受注者が工事現場ごとに設置しなければならない専任の監理技術者のうち当該建設工事に係 

る建設業が指定建設業である場合の監理技術者は、建設業法第 15 条第 2号イに該当する者又は 

同号ハの規定により建設大臣が同号イに掲げる者と同等以上の能力を有するものと認定した者 

で、監理技術者証の交付を受けている者を配置すること。この場合において、監理技術者の写し 

を契約時に提出する。また発注者から請求があったときは、資格者証を提示すること。 

 ⑷ 上記のほか、建設業法等に抵触する行為は行わないこと。 

 

３ 労働福祉の改善等について 

  建設労働者の確保を図ること並びに労働災害の防止、適正な賃金の確保、退職金制度及び各種保 

険制度への加入等労働福祉の改善に努めること。 

 

４ 建設業退職金共済制度について 

 ⑴ 建設業者は、自ら雇用する建退共制度の対象労働者に係る共済証紙を購入し、当該労働者の共済

手帳に共済証紙を貼付すること。 

  ⑵ 建設業者が下請契約を締結する際は、下請業者に対して、建退共制度の趣旨を説明し下請業者が

雇用する建退共制度の対象労働者に係る共済証紙をあわせて購入して現物により交付すること、又

は建退共制度の掛金相当額を下請代金中に算入することにより、下請業者の建退共制度への加入並

びに共済証紙の購入及び貼付を促進すべきこと。 

 ⑶ 請負代金の額が 800 万円以上の建設工事の請負契約を締結したときは、建設業者は、建退共制度

の発注者用掛金収納書（以下「収納書」という。）を工事締結後１ヶ月以内に発注者に提出するこ

と。なお、工事契約締結当初は工場制作の段階であるため建退共制度の対象労働者を雇用しないこ

と等の理由により、期限内に当該工事に係る収納書を提出できない事情がある場合においては、あ



１７ 
 

らかじめその理由及び共済証紙の購入予定時期を書面により申し出ること。 

  ⑷ 建設業者は、上記ウの申し出を行った場合、請負代金額の増額変更があった場合等において、共

済証紙を追加購入したときは、当該共済証紙に係る収納書を工事完成時までに提出すること。なお、

ウの申し出を行った場合又は請負代金額の増額変更があった場合において、共済証紙を追加購入し

なかったときは、その理由を書面により申し出ること。 

 ⑸ 共済証紙の購入状況を把握するため必要があると認めるときは、共済証紙の受払い簿その他関係

資料の提出を求めることがあること。 

  ⑹ 建退共制度に加入せず、又は共済証紙の購入若しくは貼付が不十分な建設業者については、指名

等において考慮することがあること。 

  ⑺ 下請業者の規模が小さく、建退共制度に関する事務処理能力が十分でない場合には、元請業者に

建退共制度への加入手続き、共済証紙の共済手帳への貼付等の事務の処理を委託する方法もあるの

で、元請業者においてできる限り下請業者の事務の受託に努めること。 

 

５ ダンプトラック等による過積載、不正改造等の防止について 

⑴ 積載重量制限を超過して工事用資材を積み込まず、また積み込ませないこと。 

⑵ 過積載、不正改造等を行っている資材納入業者から、資材を購入しないこと。 

⑶ 資材等の過積載を防止するため、建設発生土の処理及び骨材等の購入等にあたっては、下請 

事業者及び骨材等納入業者の利益を不当に害することのないようにすること。 

⑷ さし枠装着車、物品積載装置、リヤバンパー等を不正改造したダンプカー及び不表示車等に 

土砂等を積み込まず、また積み込ませないこと。並びに工事現場に出入りすることのないよう 

にすること。 

⑸ 過積載車両、さし枠装着車、リヤバンパーの切断・取り外し改造車、不表示車等から土砂等の 

引き渡しを受ける等、過積載、不正改造等を助長することのないようにすること。 

⑹ 取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、又はさし枠装着車、リヤバンパーの切断・ 

取り外し改造車、不表示車等を土砂等運搬に使用している場合は、早急に不正状態を解消する 

措置を講ずること。 

⑺ 「土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法」第 12 条に規定 

する団体等の設立状況を踏まえ、同団体等への加入者の使用を促進すること。 

⑻ 下請契約の相手方又は資材納入業者を選定するにあたっては、交通安全に関する配慮に欠ける 

者又は業務に関しダンプトラック等によって悪質かつ重大な事故を発生させたものを排除するこ 

と。 

⑼ 以上のことにつき、下請契約における受注者を指導すること。 

⑽ 上記の対策について、施工計画書に具体的に記載すること。 
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（別紙－３） 

創意工夫・社会性に関する実施状況 

工事名 令和○○年度 ○○      工事 請負者名 ○○建設 

項 目 評価内容 番号 実施内容（説明資料の実施内容を複写） 

□創意工夫 □施工  （例） 

・災害等での臨機の処置 

・施工状況（条件）の変化に対応した自発的提案 

・ＩＣＴ活用工事の取組み 

・測量・位置出し 

・施工に伴う機械、器具、工具、装置類の工夫 

・二次製品、代替製品の利用の工夫 

・施工方法の工夫 

・施工環境の改善 

・仮設計画の工夫 

・施工管理の工夫 

・写真管理の工夫 

・その他 

 

□品質  （例） 

・使用材料、施工方法、品質確保の工夫 

・集計ソフトの活用 

・その他 

 

□安全衛生 

（※） 

 （例） 

・安全施設･仮設備の配慮･工夫 

・安全教育･講習会･パトロールの工夫 

・作業環境の改善 

・交通事故防止･被害軽減対策･交通確保の工夫 

・その他 

 

□その他  （例） 

・リサイクル推進 

・生産性向上の取組み 

・その他 

 

項目数 

     項目 

□社会性等 

（地域社会や住民

に対する貢献） 

□地域への貢献 

（週休2日に対する取

組みを含む） 

（※） 

 （例） 

・週休2日実現の取組みの工夫 

・地域の自然環境保全 

・作業現場の周辺地域との調和 

・地域住民とのコミュニケーション 

・ボランティア活動への積極的な参加 

・その他 

 

項目数 

     項目 

 

実施状況の提出は、創意工夫、社会性等それぞれ７項目を上限とする。 

 

※ 現場環境改善費で実施した５項目については評価しない。 
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創意工夫・社会性等に関する実施状況  説明資料 

工事名  番号  

項 目  評価内容  

実施内容  

（説 明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（添付図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○作成にあたっての注意事項 

本実施状況の提出は、創意工夫、社会性それぞれ７項目を上限とする。 

【別添様式】について 

１．該当する項目に□に、レ点マーク記入。 

２．該当項目以外にも評価できる内容がある場合には、その他として項目を設けるものとする。 

３．具体的内容の説明として、写真・ポンチ絵等を説明資料に整理。 

４．提案内容１件毎に番号を付し、説明資料の右上に対応する番号を記入する。 

「説明資料」については、簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。 
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（別紙－４） 

現場環境改善費 実施計画表 

計上費目 
チェック

欄 

実施する内容 
現場で実施する内容 

（具体的に記入） 

現場環境改善 

(仮設備関係) 

 １ 用水・電力等の供給設備  

 ２ 緑化・花壇  

 ３ ライトアップ施設  

 ４ 見学路及び椅子の設置  

 ５ 昇降設備の充実  

 ６ 環境負荷の低減  

  その他  

現場環境改善 

（営繕関係） 

 
１ 

現場事務所の快適化 

（女性用更衣室等の設置含む） 

 

 ２ 労働宿舎の快適化  

 
３ 

デザインボックス 

（交通誘導警備員待機室） 

 

 ４ 現場休憩所の快適化  

 ５ 健康関連設備及び厚生施設の充実等  

  その他  

現場環境改善 

（安全関係） 

 
１ 

工事標識・照明等安全施設のｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟ

（電光式標識等） 

 

 ２ 盗難防止対策（警報器等）  

 ３ 避暑（熱中症予防）・防寒対策  

  その他  

地域連携 

 １ 完成予想図  

 ２ 工法説明図  

 ３ 工事工程表  

 
４ デザイン工事看板（各工事 PR看板含む） 

 

 
５ 

見学会等の開催 

（イベント等の実施含む） 

 

 
６ 

見学所（ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ）の 

設置及び管理運営 

 

 ７ パンフレット・工法説明ビデオ  

 ８ 地域対策費（地域行事等の経費を含む）  

 ９ 社会貢献  

  その他  

 



関連資料別紙１ 

 

松建上第２３号 

令和３年３月８日 

文化庁長官宛て松本市長 

特別名勝及び特別天然記念物上高地の現状変更等の許可申請（抜粋） 

 

（１から１０ 省略） 

 

１１ 現状変更等により生ずべき物件の滅失若しくはき損又は景観の変化その他現状変更等によ 

り及ぼさるべき史跡、名勝又は天然記念物への影響に関する事項 

 ⑴  共通的配慮事項 

ア 本事業は、事前に科学的調査を実施し、有識者（松本市上高地保存管理協議会専門部 

会委員）による検証に基づいて、自然環境及び景観に与える影響が最も軽微になるよう 

ルート・橋梁を計画しています。 

イ 環境保全目標を、原則として指定当時の本質的価値構成要素の状態と定義し、守るべ 

き要素に対して回避又は低減措置を取ることを原則として計画しています。 

ウ 施工時には、発注者による通常の工事監理に加え、文化財保存の観点による工事監理 

を自然環境に関する専門的知見を有し、本事業の計画策定に携わっている事業者に委 

託することで、文化財保存を確実にする努力を払います。 

計画にない事態が生じるおそれのある場合には、必要に応じて上高地保存管理協議会 

専門部会などの有識者の指導を仰ぎながら、施工業者、工事監理者、市が連携し、保存 

への影響を可能な限り低減する措置を講じます。 

エ 施工により裸地面積が一時的に増加するなどした場合、外来植物の侵入リスクが高くな

ると懸念されることから、工事用車両等を他現場と併用する場合は入山前に洗浄を実施

し、外来植物の侵入リスクの最小化に努めます。 

また、すでに実施済みの植物調査結果を参照しながら、定期的なモニタリングにより外 

来植物の侵入状況を把握し、外来植物の侵入が確認され次第、速やかに適正な駆除を

実施します。 

   オ 設計を基本として工事を行いますが、着工前の起工測量により幅員等を縮小できる部

分は縮小して施工し、改変を最小限とするよう努めます。 

   カ 管理用道路は、樹木の伐採による影響が軽微になるよう、本来自然のかく乱作用のある

河川端部や氾濫原内を基本にルート設定しています。また、河川内の土砂を利用した道

路築造を基本とし、これ以外の部分についても、樹木の伐採は巨樹や保存すべき景観要

素に配慮しながら必要最小限とし、作業による周辺環境への影響が最小化されるよう努

めます。 

キ 車両及び歩行者の安全な通行を実現し、かつ、環境及び景観への影響を最小化する道

路幅員として、標準４ｍの道路幅員とします。 

   ク 河川内での作業は、渇水期を中心に行い、濁水が極力発生しないよう配慮します。 

ケ 仮設設備は工事完了後速やかに撤去し、使用した範囲の現状回復に努めます。 

   コ 工事期間中は、迂回路の設定や工事看板を設置することで、歩行者等の安全を確保し

ます。看板は、工事完了後速やかに撤去します。 



   サ 撤去した既設工作物は、指定地外へ搬出し適切に処分します。 

シ 伐採した樹木は現地の目立たない場所に安定的に残置することとし、適切な残置場所

が無い場合には、指定地外に搬出し適切に処分します。 

  

 ⑵  省略 

 

 ⑶  橋梁架替工事（新村橋）について 

ア 河川の自然な流下や土砂移動を阻害しないよう、橋脚を必要としない橋梁とし、構造的 

に橋台以外のコンクリート構造物が不要で、地形改変を最小限とする形式（アーチ橋）と 

します。 

イ アーチ橋のなかでも、橋桁をケーブルで吊る構造であるニールセンローゼ橋を採用し、

アーチ主材同士を連結する上支材を用いない構造とすることで橋からの眺望を確保しま

す。 

ウ アーチの高さを一般のものより低く抑えることで景観への影響を緩和するとともに、架設

時の仮設設備の高さや範囲を小さくすることにより影響範囲の最小化を図ります。 

エ 橋体の主材は鋼表面に茶色の安定錆を形成するよう設計された耐候性鋼材を使用す

ることで架設後の塗装塗替え等維持管理工事の頻度を少なくします。 

 

  ⑷  河川内工事用道路の設置について 

河川内の土砂を必要最小限の規模で盛り立て、工事用道路として使用します。工事完 

了後は使用した土砂を河川内へ敷きならして現状回復を行います。 

 

  ⑸  仮設ヤード、仮設トイレ及び現場事務所の設置について 

仮設ヤードは、河川内の植生への影響が少ない場所を中心に選定し、粗造成して資材 

置き場や工事用車両の駐車場、仮設トイレや現場事務所の設置場所として利用します。な 

お、河川内の仮設ヤードは渇水期を中心した工事、河川外の仮設ヤードは出水期をまたぐ 

工事での使用を予定し、工事終了後、現状回復を行います。 

また、仮設トイレ及び現場事務所は、周囲の景観等に配慮した目立たない場所に設置し、 

工事終了後速やかに撤去します。 



関連資料別紙２
環自国許第2110271号
令和3年10月27日
自然公園法第21条第3項工作物の新築許可



別図（仮設ヤード貸付箇所）

現国有林野使用許可（～R7.3.31）を更新予定


